










（参考資料）可燃性天然ガスの拡散・滞留シミュレーション 
 

資料提供：独立行政法人労働安全衛生総合研究所 大塚輝人 研究員 
 

 本資料のシミュレーションの成果は、独立行政法人労働安全衛生総合研究所の大塚輝人

研究員より提供していただいたもので、可燃性天然ガスが漏出した場合の可燃性天然ガス

の拡散・滞留について様々な条件でシミュレーションしたものである。想定した条件は、

以下のとおりである。 
 
○ガス量 
 ①毎分１００リットル汲み上げてガス水比が１：１ 
  １時間当たりガス発生量 ６ｍ３ 

  ②毎分３００リットル汲み上げてガス水比が１：１ 
  １時間当たりガス発生量 １８ｍ３  
 
○場所 
 ①小さな機械室 縦５ｍ×横３ｍ×高さ３ｍ（※小さな空気口が下にあるが、強制換気

なし） 
 ②大きな機械室 縦１５ｍ×横１０ｍ×高さ３ｍ（※小さな空気口が下にあるが、強制

換気なし） 
 ③屋外（風なし） 
 
○ガス組成（温泉付随ガスの主成分は、窒素、二酸化炭素、メタンの 3 成分である） 
 ①メタン９５％、窒素５％ 
 ②メタン５０％、窒素５０％ 
 ③メタン９５％、二酸化炭素５％ 
 ④メタン５０％、二酸化炭素５０％ 
 
○漏出する場所 
 ①高さ２ｍから直径 50cm（1963cm２）の円から漏出（高さ２ｍのタンクの蓋を開けた

場合を想定） 
 ②高さ２ｍから断面積 10cm２の穴から漏出（高さ２ｍのタンクの排気弁から漏洩した場

合を想定） 
 
※動画については、室内は１秒=10 分すなわち600 倍速に相当し、室外は1秒=10 秒で 10

倍速に相当する。 

 
 
 
 




